
高梁市

令和６年度の取組まとめ

部活動の地域移行
実証事業



本年度の取組01
当初予定 成果

運営団体

指導者
• 「地域クラブ活動」の登録制度整備
• 指導者の人材発掘

• 「地域クラブ活動」の要件整理を行い、認定要件確認書
を作成。２団体の登録を得た。

• 中学生と一緒に活動可能な団体を市の文化連盟に投げ
かけ、８団体（神楽、切絵、手話等）から可能との回答。

活動の充実
• 学校部活動にない活動の掘り起こし
• 市内ボランティア活動の整理、周知

• バドミントンと上記８団体の掘り起こしが行えた。
• ボランティアについては、社会福祉協議会への投げかけ
を行い、１月には他団体も交え協議を行う。

活動場所

用具
• 登録団体への学校施設、市所有施設の減免検討
• 助成金を利用した用具備品充実の検討

• 登録団体は補助金交付対象となることを認定要件確認
書に明示。減免等の内容については、検討中。

• 当初予算に計上済み。

運営資金

参加費支援

• 「地域クラブ活動」登録団体の要件に参加料の設定額を
例示（受益者負担）

• 準要保護生徒に対する参加費補填検討
• 登録団体への助成制度の検討（補助金・減免）

• 認定要件確認書に、参加料（会費）が明記された書面が
あることを条件指定した。（設定額の例示はせず）

• 検討中
• 補助額、減免額については検討中。

参加対象

広報

• Ｒ８の３年生引退後に休日の学校部活動を廃止すること
を周知、「ジュニハイ・ホリメ」周知

• 市内全生徒を対象とした「休日の過ごし方改革」が始ま
ることを周知(保護者にも）

• 周知用のチラシはほぼ作成できた。休日の学校部活動
を廃止することは、異論や学校再編時期のこともあり、
広報できていない。

生徒輸送 • 保護者送迎等の自力移動の周知 • チラシに明記



地域スポーツ・文化技術環境の把握02

学校部活動の現状 団体・指導者のリソース



基本方針の決定①03

休日部活動の地域移行という目的をふまえつつ、
中学生の「休日の過ごし方改革（ジュニハイ・ホリメ）」として、もっと大きな枠で事業を推進

【ジュニハイ・ホリメの概要】
○令和８年度秋ごろより、中学校部活動は休日の活動を停止する。

→受け皿団体の調整ができなかった場合の想定については、要検討）
○中学校生徒は、休日の過ごし方について、家族との話し合いを経て、自分自身で目標・計画を立てる。
（スポーツ・文化芸術・ボランティア活動等）

○中学校（教職員）は、生徒の活動状況を把握する。
○教育委員会は、休日の活動が有意義なものとなるよう、地域のスポーツ団体や文化団体、社会福祉団体
等に声かけを行い、受け皿の体制を整える。
（スポーツ振興課・社会教育課との連携、既存部活動にあるスポーツ・文化活動の確保）

○教育委員会は、概要や受け皿団体一覧等を記載したチラシを作成し、保護者・生徒への周知を図る。
（必要があれば説明会等を実施する。）

○教育委員会は、「地域クラブ活動」の登録制度についての要件を整え、施設使用料の減免や補助金の交付
等を検討する。

○受け皿団体は、「地域クラブ活動」への登録を検討し、本事業に参加する。（登録の有無は任意。）



04 基本方針の決定②

「新しく団体をつくる」「だれかに指導をお願いする」
ではなく、「既存団体に誘導する」「生徒と一緒に活
動したい指導者・団体をさがす」という考え方

学校部活動の教育的意義や役割を継承するもの、
中体連主催大会等への参加を想定したものとして、
「地域クラブ活動」を登録制として実施

・既存団体への参加なので、受益者負担が原則
→教育委員会が活動場所、移動手段、大会・コン
クール参加について検討する必要がない

・謝金を支払うのではなく、補助金での団体補助
・研修は、県主催のものに参加することを義務づけ



地域クラブの把握（認定）05

ジュニハイ・ホリメ参加団体



運営資金の調達・活用の検討・確保06

ジュニハイ・ホリメ参加団体

・参加費、月謝等
・交通費
・保険料 等

・参加費、月謝等（補助金により安価に設定）
・交通費

・補助対象経費として、活動費・保険料・消耗
品費等を想定

・スポーツ少年団補助金と同様のものを
想定

・地域クラブ活動参加者に参加費、月謝
等の実費負担を想定


